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補助事業期間 平成 ２９年度～平成２７ 年度

２８

1. 機 関 番 号

3. 研究種目名

2. 研究機関名
大妻女子大学

4.

5. 課 題 番 号

6. 研究課題名 作家の計量分類による日本近現代文学史の構築

7. 研究代表者

４ ０ ５ ７ ９ １ ８ ２

研　究　者　番　号 研 究 代 表 者 名
タカハシ　スミコ

高橋　寿美子
助手

所　属　部　局　名 職　　名

8. 研究分担者

人間生活文化研究所

５ ０ １ １ ４ ０ ４ ６

研　究　者　番　号 研 究 分 担 者 名
オオサワ　セイジ

大澤　清二
所長

所属研究機関名・部局名 職　　名

9. 研究実績の概要

　本研究の目的は、日本近現代文学関連の辞書および事典や文学全集等に収録された伝記的事実に関する情報等をもとに、作家の属性
を計量的に分析・分類し、現行の文学史上の分類と比較対照することで、現在通行する文学史を検証することである。逐次、収集・分
析した情報をもとに「日本近現代作家属性データベース」（以下、「データベース」と記す）の作成を進め、最終年度に完成させ、イ
ンターネットを通じて一般に公開する。なお、「データベース」に収録する内容は、明治期から昭和期に活躍した作家の属性情報であ
る。平成28年度は、前年度に引き続き、「データベース」の入力作業を進めた。
　情報量が多く、代表的かつ定評のある『日本近代文学大事典』第1～3 巻人名（講談社）、『日本現代文学大事典』人名・事項編（
明治書院）、『明治大正昭和 作家研究大事典』（桜楓社）を始めとする日本近現代文学関連の辞書および事典、複数の国語便覧の近
現代文学史の記述箇所、作家の全集の年表などの文献より、「データベース」に収録するべき作家と、最適な項目（数値化可能な項目
）を熟考しつつ入力作業を進めた。相当に知名度がある作家であっても、記述されている項目や分量に想定以上のバラツキがあり、収
録する作家と項目を確定するには至っていないが、平成27年度末時点では、206名であった作家の人数を、平成28年度末時点では88名
にまで絞り込むことができた。また、項目数については、98から65にまでに絞り込むことができた。

    （１／４）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
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（2）おおむね順調に進展している。

　現在刊行されている日本近現代文学関連の辞書・事典では、同一の文献中においても、作家によって記述項目が異なっており、相当
の知名度がある作家であっても、かなりのバラツキがある。そこで、平成27年度に、どのような作家が、どのような項目について記述
されているかを調査した結果、そのバラツキの程度は想定以上であることが分かっていた。そのため、「データベース」に収録する候
補となる作家の暫定的な項目について情報の入力作業を行い、平成28年度も、引き続き、最終的に「データベース」に収録すべき作家
と項目（数値化可能な項目）を熟考しつつ作業を進めた。上記「研究実績の概要」にも示したとおり、平成27年度末時点では、206名
であった作家の人数を平成28年度末時点では、88名にまで絞り込むことができた。また、項目数については、98から65にまでに絞り込
むことができた。ただし、多くの作家について判明している数値化可能な項目は想定以上に少なく、いまだ収録する作家と項目を確定
するには至っていない。

(1) (2) (3) (4)

(5) (6) (7) (8)

日本文学 文学情報 計量分類 計量分析

キーワード10.

（理由）

（区分）

12.

11.現在までの進捗状況

今後の研究の推進方策　等

　引きつづき、文献から作家の伝記的事実関連情報を収集し、「データベース」の入力作業を進めていく。ただし、上記「現在までの
進捗状況」欄で述べたように、最終的に「データベース」に収録すべき作家や項目（数値化可能な項目）を熟考しつつ作業を進めなけ
ればならず、平成28年度までは、情報収集や入力作業は、アルバイト員等を雇用することなく、研究代表者自身が行ってきた。ただし
、当初の予定どおり、最終年度末までの「データベース」完成を目指すため、今年度は、アルバイト員等を雇用し、研究代表者が指定
した項目に限り、情報収集および入力作業を協働で行い、可能な限り「データベース」の完成度を上げることとする。

（理由）
上記「現在までの進捗状況」欄で述べたように、最終的に「データベース」に収録すべき作家や項目（数値化可能な項目）を熟考しつ
つ作業を進めなければならず、平成28年度までは、情報収集や入力作業は、アルバイト員等を雇用することなく、研究代表者自身が行
ってきた。そのために、アルバイト員等に謝金を使用することがなかった。

（使用計画）
「今後の研究の推進方策」で述べたように、最終的に「データベース」に収録すべき作家や項目（数値化可能な項目）を熟考しつつ、
文献から作家の伝記的事実関連情報を収集し、「データベース」の入力作業を進めていくが、当初の予定どおり、最終年度末までの「
データベース」完成を目指すため、今年度は、アルバイト員等を雇用し、研究代表者が指定した項目に限り、情報収集および入力作業
を協働で行い、可能な限り「データベース」の完成度を上げることとする。当該経費は、その作業の遂行過程において平成29年度中に
使用する。

（今後の推進方策）

（次年度使用額が生じた理由と使用計画）

    （２／４）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。

（課題番号： 15K12163 ）
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13.研究発表（平成２８年度の研究成果）

〔雑誌論文〕　計（０）件／うち査読付論文　計（０）件／うち国際共著　計（０）件／うちオープンアクセス　計（０）件

〔学会発表〕　計（０）件／うち招待講演　計（０）件／うち国際学会　計（０）件

〔図書〕　計（０）件

14.研究成果による産業財産権の出願・取得状況

〔出願〕　計（０）件

国内・外国の別権利者 出願年月日

総ページ数

著　者　名

産業財産権の名称 産業財産権の種類、番号発明者

発　表　場　所

書　　名 発行年

出　版　社

オープンアクセス

学　会　等　名 発表年月日

発　　表　　標　　題発　表　者　名

最初と最後の頁 国際共著

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）

発行年

論　　文　　標　　題著　者　名

巻雑　　誌　　名 査読の有無

（課題番号： 15K12163 ）
（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （3／4）
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〔取得〕　計（０）件

15.科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計（０）件

16.本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

（１）国際共同研究：－

17.備考

国内・外国の別

国際研究集会名 開催年月日 開催場所

出願年月日

権利者 産業財産権の種類、番号発明者 取得年月日産業財産権の名称

（課題番号： 15K12163 ）
（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （4／4）


